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反抑圧的処理の手引き 
コングレガシオン・ド・ノートルダム修道会  アーカイブ

局 

 

コングレガシオン・ド・ノートルダム修道会は、2021年の総会以来あらゆる形の差別に対抗する

ことをその宣教方位に含めています。この目標を支援するため、アーカイブ局はアーカイブ活動

のアプローチを変容し、その慣行の変更に尽力しています。この『反抑圧的処理の手引き』は、

コングレガシオン・ド・ノートルダム修道会アーカイブ局（アーカイブ局）の処理活動を反抑圧

的なものにするために必要なガイドラインを提示し、ツールを提供します。これは、すべての処

理、再処理、事前処理プロジェクトに適用されます。 

『反抑圧的処理の手引き』の目的は以下の通りです： 

• 差別疎外されているグループの声を増幅する 

• すべての利用者（従業員や研究者）が安全なスペース内でアーカイブを利用できるよう

にする 

• アーカイブ活動において徹底的に共感を実践する 

• 透明性をもって活動を行う 
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序文 

アーカイブ局の活動に反抑圧的アプローチを導入するという決定は、包含性と反抑圧という概念

について深く振り返りを行った結果です。遺産共同体の多くの個人や活動グループの振り返りが

この振り返りを培い、導いてくれました（ 参照）。これらには心から感謝しています。 

アーカイブ局は、所蔵品やコレクションの反抑圧的な方法での処理の採用によって、ある特定の

コミュニティに対する差別や偏見の背後にあるシステムの内部に自分たちがいることを認識し、

そのシステムを解体する積極的な担い手となることを約束します。包含的なアプローチでは不十

分でした。というのは、このアプローチではもともと差別的な現行のシステムを受け入れてしま

っており、このシステムそのものが差別的であるからです。しかし私たちは、アーカイブの環境

をより包括的なものにするための取り組みはすべて重要であることを理解し、それらを支持しま

す。 

なぜこれを行うのでしょうか？ 

アーカイブはこれまで、そして今でも、ある特定のコミュニティの抹消とそれらコミュニティに

関する固定観念の持続に加担してきています。誰が記憶に残っていくのか、またどのように記憶

されるのかの選択によっては、これらコミュニティのメンバーに対する暴力が永続する可能性の

があります。iアーカイブは、文書を作成した人独特の物語を明らかにします。そしてその人は概

して見えざる、あるいは明らかに力をもつ立場にあり、意識的または無意識のうちに暴力を行使

する可能性があります。ii  

アーキビストは、アーカイブ文書の保存・識別方法の中で重要な役割を果たしています。アーキ

ビストは、所蔵品やコレクションに何を含むべきかを決定し、どのような内容を調査ツールで強

調すべきかを選択し、文書の背景を明らかにすることで文書の解釈に影響を与えます。またアー

キビストは必ずしもこの事実に気づかず選択を行います。というのも、アーカイブ職は客観性や

中立性というイメージを与えるからです。にも関わらず、中世以来築き上げられ近年疑問視され

ているこの職業が持つと言われている中立性は、差別を受けているコミュニティの疎外の一因と

なっています。なぜなら、この中立性は男性的で、異性愛者で、白人であることを暗に示してい

るからですiii。 

遺産機関の中には、植民地主義、帝国主義、白人至上主義を実践する国家に奉仕した人々の設計

したアーカイブの慣行を疑問視することなく受け入れたり、また変更することを拒否することで、

アーカイブの脆弱性iv を示し、抑圧の連鎖を助長するものもあります。vアーカイブ局は、アーカ

イブに記録されている、あるいはアーカイブが永続を許してきた不正義を是正することが倫理的

課題であると考えています。その結果、文化的に構築してきたアーカイブの慣行よりも正義が優

先されます。  

かつての植民地主義の触媒であったアーカイブを改革するために、アーキビストが

アクティビズムを職務の一部として捉えるべき時が来たのです。vi 

何に向かっていくのでしょうか？ 

アーカイブ局は、社会正義に根ざしたアーカイブ学の実践を目指しています。これはつまり、

人々を私たちの活動方法の中心に据えるということです。アーカイブの活動は、常に文書を保存

しその普及に務めることですが、同時に、過去にこれらの文書の影響を受けたり、いまでも影響
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を受けている人々を思いやることでもあるのですvii。思いやりの倫理 に基づくこのアプローチの

中で、アーキビストは記録の作成者、記録に登場する人々やコミュニティ、記録を利用する人々

とつながりのある世話人とみなされます。そしてこれらの人々に対する正義を実践し、特に差別

を経験してきた、あるいは今経験している人々を公正に扱う責任を持ちますviii。 

人間に焦点をあてて活動を行うことで、徹底的に共感していくことを目指しています。これには、

私たちが暮らしているシステムを変容するために具体的かつ意図的な行動を起こすことが含まれ

ています： 

徹底的な共感の実践とは、資本主義、性差別、人種差別、能力差別などのような抑

圧の信念や制度に根ざした現状に絶えず反対することを意味する。 [...] しかし、同

時に危害と疎外の連鎖を永続させ続けるのであれば、他人の経験への共感や理解だ

けでは不十分であるix。 

アーキビストとして、これは、文書を作成するまたは使用する、あるいは文書の対象となる人々

の経験するトラウマを考慮に入れること、差別と闘うために私たちの専門職の環境の変化を要求

すること、そして思いやりと修復の活動を犠牲とする生産性の要求に抵抗することを意味する。
x言い換えれば、アーキビストとしての特権を振り返り、抑圧の連鎖を断ち切るために意識的に

行動するよう、私たちを導いてくれるのである。 

積極的な共感は、私たちの相互性とつながりを増幅し、またそれによって私たちの

共同の豊かさを利用することを可能にし、私たちの中で最も恵まれた立場にある人

たちが私たちの原則的立場を認識し、排斥されている人たちに力を据え直し、私た

ちの資源を再投資再分配し、より寛大に共に成長する方法を考えるための場を作る

のである。xi 

どのように行うか？ 

これらの目標を達成するためにはアーカイブ活動へのアプローチを見直す必要があります。その

ために、イェール大学図書館の関係修復に向けたアーカイブの記述活動グループ（RAD）のメン

バーの定めた原則を取り上げます。xii  

文化に関する謙虚さ 

文化に関する謙虚さとは、自分自身の原則的な立場と自分が働く組織の原則的な立場の知識を得、

それを認めることに基づいています。そこには、自分たちの持っている特権と自分たちの活動の

中の力関係を十分に気づくことが含まれます。このことは、私たちの取り扱うアーカイブ資料か

ら影響を受けるコミュニティに私たち自身が属していない場合にはなおさら大切になります。文

化に関する謙虚さとは、自分が知らないまたは間違っている可能性があるというのを受け入れる

ことでもあります。助けと求め、改善しようとする努力に献身するのです。  

ゆっくりと行うアーカイブ 

この活動方法では、アーカイブ内の所蔵品や資料の処理に時間をかけることも含みます。それは

つまり、伝統的なアーカイブ処理方法を適用する前によく考える時間をとること、所蔵品や資料

の関わっているコミュニティのメンバーに文書の普及や保存方法について相談し、彼らのリズム

を尊重する時間をとること、そして文書を適切に文脈づけるために必要な情報を収集する時間を

とることです。処理の速度を落とし、文書を作成した人や文書に登場する人を犠牲にして生産性
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を優先することを拒否することで、アーカイブを通して倫理的に関係修復の活動に向かうことが

できますxiii。 

透明性 

透明性は 3 つのレベルで働いています。まず第一に、問題のある所蔵品管理ファイルの内容その

ものを保存して調査を可能にし、過去にアーカイブ局が実施した可能性のある差別的慣行を抹消

しないことが含まれますxiv。第二に、アーカイブ処理の日付と責任者に関する情報を確実に記録

することが不可欠となりますxv。最後に、過去差別された、また現在差別されているコミュニテ

ィに関わる私たちの所蔵品やコレクションの中の空白と、これらの空白に対する組織としての責

任を明確に述べなければなりませんxvi。 

繰り返し 

私たちは、反抑圧的な処理を繰り返すもの、つまり、処理が完成することは決してなく、適切で

意味があることを確かにするために定期的に評価しなおす必要があると考えていますxvii。私たち

は、個人的にも専門家としても、時間をかけて適応していく準備ができています。 

協働と協議 

協働的かつ協議的なアプローチを採用することで、私たちは差別にかつて苦しんだ、あるいは今

でも苦しんでいるコミュニティとの関係を発展維持することを約束します。このような関係を築

くには時間が必要です。私たちはこのようなパートナーシップが適切であると信じており、該当

するコミュニティの尊重を保証するよう専心する準備ができています。これはつまり、私たちの

データベース内の問題のある内容を修正するツールを利用者に提供したり修正してもらったり、

あるいはアーカイブの説明の別バージョンを並列表示したりすることを意味しますxviii。 

勧告 

上記のガイドラインと原則を実践しなければなりません。以下の勧告は、アーキビストが所蔵品

やコレクションを（再）処理する際の指針を目的としています。これらは勧告であって必要条件

ではありません。なぜなら、（再）処理プロジェクトは各々独特であり、公正で関係修復的なア

ーカイブを実践するために適用するすべての案件に共通の反抑圧的な作業方法はないからです。

アーキビストには、これらの勧告を採用し、自分たちが（再）処理するアーカイブに適用してい

く義務があります。 

これらの勧告を作成するにあたり、数多くの導きを参考にしました。フィラデルフィアの黒人生

活アーカイブ（A4BLIP） xixグループと、ルーベンシュタイン図書館サービス（デューク大学） xx 

のそれは特に有用でした。勧告の中のいくつかは直接これらから採用しています。 

（再）処理を行う前に 

（再）処理プロジェクトを開始する前に、文書の出処、文書作成、アーカイブの文書取得に関す

る各情報を文書化することが不可欠です。以下の質問は、これらの点を考えるための出発点とな

ります。 

• これらの文書はどのようにして我々の手に落ち着いたのか？どの個人または法人のおか

げでここに落ち着いたのか？ 

• なぜこの文書が作られたのか？ 
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• 文書を作成した人物を、その文書を作成した唯一の人物とみなすのか？「見えない」作

成者（配偶者、補佐、秘書など）はいるか？ 

• このような文書の存在と現在の記述は、記述に登場するコミュニティや人々を非人間化

したり、別の価値観を作ったり、実際とは反対の、または歪曲した理解に加担している

か？ 

• その文書に登場する人々は、当の文書の存在を知っているのか？そしてこれらの文書の

作成および／または保存に同意しているのか？彼らは文書の作成および／あるいは保存

の力を持っていたのか？ 

• 文書を作成する人々と文書内に登場する人々の間には、どのような力関係および／ある

いは支配関係が働いているのか？それぞれの側の代表同士の間はどうか？ 

• 文書内に登場する人々や活動を尊重し、包含的で適切に表現する方法は何か？ 

これらの質問は、アーキビストと文書によって影響を受ける人々との間に根本的な共感関係を築

くのに役立ちます。処理においてはこれらの人々の多様な視点を考慮に入れる必要があります xxi。

ここから私たちは、文書がどこから来て、どのように保存されるかについて、これまでとは違っ

た考え方へと導かれます。これらの文書に影響を受けた人々全員の同意なしに保存すべきなので

しょうかxxii？ 

記述スタイル 

アーカイブの所蔵品やコレクションの記述は、利用者にとって文書との最初の接点です。これら

の記述で使われるスタイルや言葉が文書の状況を設定し、文章の受け取り方に大きな役割を果た

しますxxiii。以下の勧告は、望ましい、あるいは避けるべき言葉の選択に関するものであり、また、

アーカイブの所蔵品やコレクション、およびそれらの内容のあらゆるレベルでの記述の仕方に関

する、より包括的な考え方から出たものです。特に「管理史／伝記」欄には注意を払うべきです。

というのは、この欄はしばしば、所蔵資料やコレクションへの最初の接触点になるからです。 

• 中立性や客観性（これらは存在しません）を目指すのではなく、敬意と善意に満ちた表

現を選ぶ 

• 支配関係の記述では受動的な表現は避け、能動的な表現を用いることで関係者の責任を

明確にする 

• 人々の（文化的、宗教的等）アイデンティティよりも人間性に焦点を当てる 

• 暴力や差別の記述の際は明確で適切な言葉を使用し、婉曲な表現を用いて緩和したり検

閲したりしない 

• さまざまなタイプの読者が記述を理解できるよう、長く複雑な文章は避ける 

• 外部資料を使用した場合、または文書を引用した場合は、その旨を明記する 

• 文書に登場する人々と同様に、文書を作成した人々にも注意を払う 

• 解釈や憶測を避け、グレーゾーンを隠そうとせずそのまま示す 

問題のある内容 

問題のある内容とは、あらゆる種類の抑圧的な要素を含むアーカイブの記述を意味します（文書

自体が問題のある内容を含む場合、警告を書く必要があります。警告を参照）。このような問題

のある内容は、文書の作成者や別の時代に文書を処理したアーキビストに由来するものかもしれ

ません。それが文書の中心となることもあれば（例えば、典型的な先住民の衣装を着た人々のグ

ループを写した写真）、隠れている時もあります（例えば、トランスジェンダー嫌悪のスローガ

ンが書かれた看板を背景に、女性の権利を訴えるデモを写した写真）。問題のある内容の指摘は

繰り返しの過程でおこなわれます。自分たちの（再）処理プロジェクトがすべて網羅できると主

張することはできません。というのは、所蔵品やコレクションの各アイテムを個別に分析するこ
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とが不可能だからです。しかし、データベースや普及活動において題名が最初の接点になること

が多いため、題名に特に注意を払わなければなりません。 

問題のある内容の管理は、利用者と検索可能性という 2 つのレベルへの影響を考慮しなければな

りませんxxiv。侮辱的な用語を削除したり、めったに使わない、あるいはまったく使わない用語に

置き換えたりすると今度は差別を特定できず、差別を見えなくすることにつながりかねません。

侮辱的な用語をそのままにしておけば、データベースや文書を参照する人々を侮辱したり不快感

を与えることにつながりかねません。問題のある内容の出処によって、さまざまな解決策を講じ

ることができます。私たちは、どれだけ善意で解決策を選択しても完璧ではなく、問題のある内

容に今影響を受けている、あるいはこれから影響を受けるすべての人に沿ったものではないこと

を自覚していますxxv。 

問題のある内容が文書作成者に由来する場合、私たちは次のように勧告します： 

• 刊行文書の題名：  

o たとえ問題のある用語が含まれていたとしても、出版されたままの題名を維持し、

文書を見つけられるようにしておく 

o 適切なレベルの記述で警告を書く 

• 作品やファイルの題名： 

o 問題のある用語を明確で説明的な一般用語に置き換え、角括弧でくくる（例：

「【人種差別主義誹謗用語】の中のマルグリット・ブールジョワ」） 

o 古い題名は、いつ誰がその題名を削除し、置き換えたかを明記し、注として残し

ておく（例：元の題名：「野蛮人の中のマルグリット・ブールジョワ」。2024-

05-28、アンヌ＝ソフィー・フルニエ＝プラモンドンが削除置き換え） 

o 適切なレベルの記述で警告を書く 

• 記述： 

o 保存： 

▪ 侮辱的な記述が文書の理解に役立つ場合は、引用符で囲む 

▪ 継続して使用する侮辱的な用語の使用背景と、この言葉を継続して採用

する理由を説明する注意書きを書く 

▪ 適切なレベルの記述で警告を書く 

o 削除： 

▪ 文書の理解に関係のない問題用語を含む記述は反抑圧的な記述に置き換

える 

▪ 旧記述を所蔵管理ファイルに保存し、なぜ、いつ、誰がその記述を削除

し、置き換えたかを明記した注意書きを書く（例：ファイルの記述には

文書のよりよい理解を妨げる侮辱的な用語が含まれていたため、データ

ベースから削除し所蔵管理ファイルに保存した。アンヌ＝ソフィー・フ

ルニエ＝プラモンドンが書き換え（2024-05-28） 

▪ 適切なレベルの記述で警告を書く 

問題のある内容が別の時代のアーキビストの記述から来るものである場合、以下の勧告を推奨し

ます： 

• 問題のある記述の用紙を所蔵品管理ファイルに保存する 

• 問題のある内容を修正し、記述を置き換える 
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• なぜ、いつ、誰がその記述を削除し、置き換えたのかを明記した注意書きを書く 

侮辱的な用語を継続して使用するかどうかは、影響を受ける地域コミュニティと協働の上決定し

なければなりません。使用された用語、特に文書の作成者が使用している用語について、彼らが

どのように感じているかを協議することが大切ですxxvi。 

（再）処理プロジェクト中に問題のある内容が見つかったら、表を作成しそれに全て記録しなけ

ればなりません：所蔵品やコレクション内の差別の例 。この表は、私たちの所蔵品やコレクシ

ョン内の差別の事例を指摘するための不可欠なツールです。 

警告 

アーカイブ記述の規則 (RAD)には、問題のある内容に関連する警告を記録するための特定のフィ

ールドはありません。データベースの記述に該当するレベル、またすべてのユーザーがアクセス

できるフィールドで注記を規格化して加えなければなりません。概して研究調査がオンラインで

行われ、また研究調査ツール全体が閲覧されるわけではないことを考慮すると、警告を所蔵品や

コレクションのレベルにまで広げることが大切になります。 

これらの警告注記は、問題点を包み隠さず明確に書くべきです。問題のある内容すべてに同様の

一般的な注記を使用するのではなく、何が問題かを明確に特定することが大切です。例えば、

「このコレクションには侮辱的な内容が含まれています［...］」と書く代わりに、「このコレク

ションには人種差別的／同性愛嫌悪的／性差別的／等の内容が含まれています」といった直接的

な表現を使ってください。「アーカイブ局の使用する差別基準のリストがあります（差別の類型

を参照）。 

人物の特定 

（再）処理プロジェクトでは、文書を作成した人々やコミュニティ、あるいは文書に登場する

人々やコミュニティをどのように記述し、特定するかを決めなければなりません。このような選

択を適切かつ敬意を持ち透明性のある方法で行うことは私たちの責任です。どの用語を使用すべ

きかを決定するにあたっては、以下の勧告が参考になります。 

• 人（出自、ジェンダー、性別、宗教、社会経済的地位など）やコミュニティのアイデン

ティティをどのように決定するのか？ 

o 自己のアイデンティティを優先する  

▪ 本人が自分たちの文書のなかで指摘することもできるい、その人が存命

なら直接尋ねることもできる 

▪ コミュニティのメンバーに助言を募ることもできる 

o その人物やコミュニティが使った用語を見つけるために所蔵資料やコレクション

の他の文書や参考文献を参照する（外部資料を参照） 

▪ 情報が不明確だが妥当な結論が導き出せる場合は、仮説を立て、あくま

で仮説として提示する（例えば、所蔵品内の書簡のやり取りから、文書

の作成者はある一定の期間ある一人の女性と交際していたという仮説を

立てる） 

▪ 情報が不明確かつ結論が導き出せない場合は、所蔵資料に空白があるこ

とを認め、それを埋めようとはしない 

o ジェンダーや性別についての憶測を避ける（「ある女性」の代わりに 「ある人

物」を使う） 
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文書に関係する人物を特定することは、単に名前を挙げる以上のことです。その目的は、アーカ

イブ内での白人存在の過剰と闘うことでもあります。ここで言いたいのは、ある人物や集団の出

自が示されていなければ自動的に白人を意味する、という事実と同時に、xxvii歴史における白人の

役割が過大評価されているということです。不可視の規範としての白人性と闘うためには、以下

の勧告を考慮に入れなければなりません。 

• 文書の関係者全員の出自に言及する 

o 白人には小文字を使う 

o その他の出自の人には大文字を使う 

• 歴史が白人の到着から始まると思い込まない（例えば、「最初に行った人」ではなく、

「最初に行った白人」と書く） 

校正 

反抑圧的な（再）処理プロジェクトの終了時には、一歩引いてすべての記述を見直すことが不可

欠です。これにより、すべての関連情報が適切なレベルに配置してあるか、文書に関係するすべ

ての人々（作成者、文書内の人、利用者）が公平に扱われているか、敬意を持ってで適切に選択

を行ったかを確認することができます。言い換えれば、差別と対抗する方法で（再）処理したか

どうかを査定する時間を取ることなのです。以下の質問が皆様の考えの導きの一助となるかもし

れません。 

• 自分が選択した語彙は、（植民主義を）永続するものか、それとも闘うものか？ 

• 特定のコミュニティに対する差別はあるか？  

• アーカイブにおける特定のコミュニティの不可視化、または過大評価はあるか？ 

• この記述で誰かが傷つくか？この記述が特定の人々の利益になるか？ 

• ある特定の人々や出来事を強調し、他の人々を隠すような記述になっていないか？ 

• 自分の文化的アイデンティティがこの記述にどのような影響を与えるか？ 

• 差別に過去苦しんだ、あるいは今苦しんでいる人々の描写は正確で、適切で、これらの

人々を十分に尊重しているか？ 

• 別の視点はあるか？過去差別を受けた、または現在受けている人々の視点を理解するた

めに含められる情報は他にあるか？ 

所蔵品やコレクションのあらゆるレベルでの記述が反抑圧的であると判断できた時、（再）処理

プロジェクトを終了することができます。後日、臨時的に（利用者の要請、文書やコレクション

に追加があった時など）、またはアーカイブ局の記述の監査の一環として変更を行うことがあり

ます。 

差別の類型 

問題のある内容の指摘を容易にするため、さまざまな政府や専門機関のガイドラインに基づいた

上で差別の類型を作成しましたxxviii。これらの差別に加え、いくつかの差別を含む、あるいは含

み得るものとして、2 種類の抑圧の追加がありました。以下は、アーカイブ局が使用する差別基

準のリストです： 

• 出自（国籍や民族、身体的外見、アクセント） 

• 障がいまたは能力 

• 性別 

• 性的指向またはジェンダーアイデンティティ 
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• 社会経済的地位 

• 宗教観 

• 家庭環境 

• 政治的見解 

• 人種差別 

• 年齢 

• 奴隷制 

• 助修女 

ツール 

これらのツールは、アーキビストの（再）処理プロジェクトのガイドとして使用されています。

その多くは協働的であり、今後も進化し続けるでしょう。定期的な諮問が大切です。 

内部リソース 

反抑圧的なアーカイブ活動のためのガイドライン   

所蔵品やコレクション内の差別の例 ； 

遺産分野における反抑圧的・包含的実践に関する文献表（Traitement anti-oppressif des archives | 

Anti-oppressive archives processing（反抑圧的アーカイブ処理） | Zotero）。 

外部リソース 

Archivists Against Collective, "Archivists Against History Repeating Itself（歴史の繰り返しに対抗するア

ーキビスト）," (Accessed 2024-05-28) https://www.archivistsagainst.org/.  

Chew, Carissa, "Inclusive Terminology Glossary（包含的用語集）," (Accessed 2024-05-28) 
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